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メディアのデジタル化が意味すること

少し古い話で恐縮だが、本号の特集「放送・通信融合」を取材する過程で、本誌創刊号（1994年9月発

行）の巻頭に掲載した今泉氏のメッセージを思い出した。「インターネットに何を見るか。」と題したその記

事は、デジタルな世界観やインターネットとメディアの関係などについて述べている。以下はその一部だ

が、読んでみてほしい。

－＜創刊号「インターネットに何を見るか。」より抜粋＞－

デジタル機器は媒体と表現を分かつことによって、アナログ機器の持つさまざまな制約を超越し、

メディアの可能性を大きく広げようとしている。（中略）

今やメディアはヒトの表現や関係のあり方に大きく介在しつつある。特にメディアのデジタル化は、

アナログ的世界観に立っている私たちの行動規範に大きな影響を与え、変革を促すはずだ。気づか

ないうちに確実に、社会全体がデジタルパラダイムのもとに再構成されていくだろう。（中略）

これまでヒトは、時代時代に手にした道具を活かし、それによって豊かな生活を送れるよう社会の

枠組みを再編してきた。そして、その“とりあえずの結果”が現在の世の中なのだ。私たちの社会を

形づくるさまざまな仕組み・制度は、みんながそれぞれの時代の中で模索し、形づくっていくものな

のだ。

デジタル環境をどう使い、いかに可能性を広げていくかは、技術の側から投げかけられた課題であ

る。私たちはあらゆるチャンネルを通じて、技術の側にフィードバックを投げ返さなければならない。

（今泉 洋：当時、コラムニスト。現在、武蔵野美術大学教授）

本号の特集「放送・通信融合」では、ビジネス当事者のほか、大学、弁護士、行政など多方面の方々に

取材させて頂いた。そこで見えてきたことは、まさに今泉氏が指摘している「技術から投げかけられた

課題にどう対応するか」、に苦闘している姿だった。インターネットがWeb・mailだけでなく、音声や映

像などのリアルタイム情報まで表現可能になった今、電話、放送という社会の根幹をなすメディアの枠組

みに再編を迫っているのである。

巷では、「ライブドア・ニッポン放送」問題が大きな話題になっている。第１ラウンドは証券制度を舞台

とした戦いだが、第２ラウンドはメディア制度、特に放送制度が舞台になってくることだろう。この問題は

対立構造が分かりやすく「観客」としてはとてもおもしろいが、話が、私たち全員の情報基盤であるメディ

アになってくると、いつまでも観客だけではいられなくなる。

井芹昌信 [iseri@impress.co.jp ]
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